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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ７ 部 門 第 ２ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 4 年 3 月 2 3 日 ( 2 0 2 2 . 3 . 2 3 )
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2 0 2 1 - 6 8 8 6 8 ( P 2 0 2 1 - 6 8 8 6 8 A )
【 公 開 日 】 令 和 3 年 4 月 3 0 日 ( 2 0 2 1 . 4 . 3 0 )
【 年 通 号 数 】 公 開 ・ 登 録 公 報 2 0 2 1 - 0 2 0
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 1 9 - 1 9 5 3 3 7 ( P 2 0 1 9 - 1 9 5 3 3 7 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｈ ０ ５ Ｋ 7 / 2 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｈ ０ ５ Ｋ 1 / 0 2 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｈ ０ １ Ｌ 2 3 / 3 6 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｈ ０ ５ Ｋ 7 / 2 0 　 　 　 Ｆ 　 　 　
　 Ｈ ０ ５ Ｋ 7 / 2 0 　 　 　 Ｄ 　 　 　
　 Ｈ ０ ５ Ｋ 1 / 0 2 　 　 　 Ｆ 　 　 　
　 Ｈ ０ １ Ｌ 2 3 / 3 6 　 　 　 Ｃ 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 4 年 3 月 1 0 日 ( 2 0 2 2 . 3 . 1 0 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 図 １ 】 図 １ は 実 施 形 態 に 係 る 伝 熱 部 材 付 基 板 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 図 １ に お け る Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 伝 熱 部 材 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 伝 熱 部 材 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 基 板 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 基 板 に 伝 熱 部 材 が 挿 入 さ れ る 工 程 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 基 板 に 伝 熱 部 材 が 挿 入 さ れ る 工 程 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 伝 熱 部 材 に 発 熱 部 品 が は ん だ 付 け さ れ る 工 程 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ９ は 発 熱 部 品 が 実 装 さ れ た 基 板 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は 伝 熱 部 材 に 発 熱 部 品 が は ん だ 付 け さ れ る 工 程 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ は 基 板 に 他 の 部 品 が 実 装 さ れ る 工 程 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ ２ は 部 品 が 実 装 さ れ た 基 板 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ３ は 部 品 が 実 装 さ れ た 基 板 を 示 す 底 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ４ は 放 熱 部 材 が 基 板 に 組 付 け ら れ る 工 程 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ５ は 放 熱 部 材 が 基 板 に 組 付 け ら れ る 工 程 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 図 １ ６ は 実 施 例 に お け る ボ イ ド を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 図 １ ７ は 例 に お け る ボ イ ド を 示 す 図 で あ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
伝 熱 部 材 の 一 方 端 面 に ニ ッ ケ ル 下 地 め っ き 層 が 形 成 さ れ て い る 。 こ の ニ ッ ケ ル 下 地 め っ き  



10

20

30

40

50

JP 2021-68868 A5 2022.3.23(2)

層 は 、 金 め っ き 層 に よ っ て 酸 化 が 抑 制 さ れ た 状 態 に 保 た れ 得 る 。 伝 熱 部 材 の 一 方 端 面 に 発  
熱 部 品 が は ん だ 付 け さ れ る と 、 金 め っ き 層 は 、 溶 融 は ん だ に 混 じ り 、 は ん だ 部 が ニ ッ ケ ル  
下 地 め っ き 層 に は ん だ 付 け さ れ る こ と に な る 。 溶 融 は ん だ は 、 金 め っ き さ れ た ニ ッ ケ ル 下  
地 め っ き 層 に 対 し て 良 好 に な じ ん で い き 、 ま た 、 酸 化 が 抑 制 さ れ た ニ ッ ケ ル 下 地 め っ き 層  
に 良 好 に は ん だ 付 け さ れ る 。 結 果 、 伝 熱 部 材 の 表 面 に お い て ボ イ ド が 発 生 し 難 く な る 。 ま  
た 、 伝 熱 部 材 の う ち 発 熱 部 品 が 実 装 さ れ る 側 の 部 分 は 、 銅 又 は 銅 合 金 に よ っ て 形 成 さ れ た  
第 １ 伝 熱 部 で あ る た め 、 発 熱 部 品 か ら 伝 熱 部 材 に 良 好 に 熱 が 伝 わ る こ と が で き る 。 伝 熱 部  
材 の う ち 発 熱 部 品 が 実 装 さ れ る 側 と 反 対 側 の 部 分 も 、 ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金  
に よ っ て 形 成 さ れ た 第 ２ 伝 熱 部 で あ る た め 、 伝 熱 部 材 に 伝 わ っ た 熱 は 、 基 板 の う ち 発 熱 部  
品 が 実 装 さ れ た 側 と は 反 対 側 に 向 け て 良 好 に 伝 わ る こ と が で き る 。 前 記 第 ２ 伝 熱 部 の 表 面  
の 少 な く と も 一 部 に ア ル マ イ ト 皮 膜 が 形 成 さ れ て お り 、 ア ル マ イ ト 皮 膜 は 絶 縁 性 を 持 つ 。  
こ の た め 、 第 ２ 伝 熱 部 の 表 面 の う ち ア ル マ イ ト 皮 膜 が 形 成 さ れ た 部 分 に 、 ヒ ー ト シ ン ク 等  
の 放 熱 部 材 を 配 置 し て も 、 伝 熱 部 材 と 放 熱 部 材 と の 間 で 絶 縁 性 が 確 保 さ れ 易 い 。 さ ら に 、  
前 記 第 ２ 伝 熱 部 は 、 前 記 第 １ 伝 熱 部 の 周 囲 に 突 出 す る 板 状 に 形 成 さ れ て い る た め 、 第 ２ 伝  
熱 部 の 熱 抵 抗 が 小 さ く な り 、 し か も 、 表 面 積 が 大 き く な る 。 上 記 の よ う に ボ イ ド の 発 生 が  
抑 制 さ れ る こ と 、 及 び 、 第 ２ 伝 熱 部 の 熱 抵 抗 が 小 さ く な り 、 し か も 、 表 面 積 が 大 き く な る  
こ と に よ っ て 、 発 熱 部 品 で 生 じ た 熱 が 第 ２ 伝 熱 部 か ら 放 熱 部 材 等 を 介 し て 効 果 的 に 熱 が 放  
た れ 、 熱 性 能 が 改 善 す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
第 １ 伝 熱 部 ３ ２ は 、 貫 通 孔 ２ １ ｈ 内 に 収 っ た 状 態 で 配 置 可 能 な 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 こ  
こ で は 、 第 １ 伝 熱 部 ３ ２ は 円 柱 状 に 形 成 さ れ て い る 。 第 １ 伝 熱 部 ３ ２ の 高 さ は 、 基 板 ２ ０  
の 厚 み と 同 じ に 形 成 さ れ て い る 。 第 １ 伝 熱 部 ３ ２ の 直 径 は 、 貫 通 孔 ２ １ ｈ の 直 径 と 同 じ か  
小 さ く （ 僅 か に 小 さ く ） 形 成 さ れ て い る 。 第 １ 伝 熱 部 ３ ２ は 、 そ の 一 方 端 面 を 基 板 ２ ０ の  
一 方 主 面 と 面 一 に な る よ う に し た 状 態 で 、 貫 通 孔 ２ １ ｈ 内 に 配 置 さ れ る 。 上 記 第 １ 伝 熱 部  
３ ２ は 、 銅 又 は 銅 合 金 に よ っ て 形 成 さ れ て い る と よ い 。 こ れ に よ り 、 第 １ 伝 熱 部 ３ ２ が 発  
熱 部 品 ４ ０ に 良 好 に は ん だ 付 け さ れ る 。 ま た 、 第 １ 伝 熱 部 ３ ２ が 貫 通 孔 ２ １ ｈ 内 の 導 電 層  
２ ５ に 良 好 に は ん だ 付 け さ れ て も よ い 。 ま た 、 銅 又 は 銅 合 金 に よ っ て 形 成 さ れ た 第 １ 伝 熱  
部 ３ ２ は 、 良 好 な 熱 伝 導 性 を 有 し て い る 。 な お 、 第 １ 伝 熱 部 ３ ２ の 寸 法 は 、 貫 通 孔 ２ １ ｈ  
に 対 し て 圧 入 さ れ る よ う に 設 定 さ れ て い て も よ い し 、 貫 通 孔 ２ １ ｈ に 対 し て 間 隔 を あ け た  
状 態 で 挿 入 さ れ る 設 定 で あ っ て も よ い 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
放 熱 部 材 ６ ０ の 一 方 主 面 に 、 伝 熱 部 材 ３ ０ の 他 端 部 、 こ こ で は 、 第 ２ 伝 熱 部 ３ ６ が 収 容 さ  
れ る 凹 部 ６ ３ が 形 成 さ れ る 。 こ こ で は 、 凹 部 ６ ３ は 、 有 底 円 穴 状 に 形 成 さ れ て い る 。 凹 部  
６ ３ の 径 は 、 第 ２ 伝 熱 部 ３ ６ の 径 と 同 じ か こ れ よ り も 大 き い （ 僅 か に 大 き い ） 。 ま た 、 放  
熱 部 材 ６ ０ の 一 方 主 面 と 基 板 ２ ０ の 他 方 主 面 と が 、 絶 縁 ス ペ ー サ ６ ８ を 介 し て 対 向 し た 状  
態 で 、 凹 部 ６ ３ の 底 面 は 、 伝 熱 部 材 ３ ０ の 他 端 面 に 対 し て 間 隔 を あ け た 位 置 に 設 け ら れ る  
。 よ り 具 体 的 に は 、 第 ２ 伝 熱 部 ３ ６ は 、 基 板 ２ ０ の 他 方 主 面 か ら 突 出 し 、 凹 部 ６ ３ 内 に 部  
分 的 に 収 納 さ れ て い る 。 凹 部 ６ ３ 内 の 底 側 に 熱 伝 導 性 材 料 ６ ９ が 設 け ら れ る 。 熱 伝 導 性 材  
料 ６ ９ は 、 サ ー マ ル イ ン タ ー フ ェ ー ス マ テ リ ア ル （ Ｔ Ｉ Ｍ ） と も 呼 ば れ る 材 料 で あ る 。 具  
体 的 に は 、 熱 伝 導 性 材 料 ６ ９ は 、 例 え ば 、 シ リ コ ー ン 樹 脂 を 用 い た 熱 伝 導 性 シ ー ト 、 熱 伝  
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導 性 グ リ ー ス 等 で あ る 。 凹 部 ６ ３ 内 に お い て 、 伝 熱 部 材 ３ ０ の 他 端 面 （ 第 ２ 伝 熱 部 ３ ６ の  
外 向 き 端 面 ） と 凹 部 ６ ３ の 底 面 と の 間 に 熱 伝 導 性 材 料 ６ ９ が 介 在 す る 。 第 ２ 伝 熱 部 ３ ６ に  
伝 わ っ た 熱 は 、 熱 伝 導 性 材 料 ６ ９ を 介 し て 、 放 熱 部 材 ６ ０ に 伝 わ る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
第 ２ 伝 熱 部 ３ ６ の 表 面 に は 、 陽 極 酸 化 処 理 等 に よ る ア ル マ イ ト 加 工 処 理 が 施 さ れ る 。 こ れ  
に よ り 、 第 ２ 伝 熱 部 ３ ６ の 他 端 面 及 び 周 面 に 、 ア ル マ イ ト 皮 膜 ３ ７ が 形 成 さ れ る 。 ア ル マ  
イ ト 皮 膜 ３ ７ の 厚 み は 、 例 え ば 、 ２ ０ μ ｍ 以 上 ７ ０ μ ｍ 以 下 で あ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ０ 】
本 伝 熱 部 材 付 基 板 １ ０ で は 、 発 熱 部 品 ４ ０ で 生 じ た 熱 は 、 第 １ 伝 熱 部 ３ ２ か ら 第 ２ 伝 熱 部  
３ ６ 、 さ ら に 、 熱 伝 導 性 材 料 ６ ９ を 経 由 し て 、 放 熱 部 材 ６ ０ に 移 動 す る 。 熱 は 、 主 に 放 熱  
部 材 ６ ０ に お い て 外 部 に 放 た れ る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ３ 】
伝 熱 部 材 ３ ０ に お け る 第 １ 伝 熱 部 ３ ２ の 材 質 が 銅 （ 合 金 番 号 Ｃ １ ０ ２ ０ ） で あ る と す る と  
、 熱 伝 導 率 は ３ ９ ８ Ｗ ／ ｍ Ｋ で あ る 。 第 ２ 伝 熱 部 ３ ６ の 材 質 が ア ル ミ ニ ウ ム （ 合 金 番 号 Ａ  
１ ０ ５ ０ ） で あ る と す る と 、 熱 伝 導 率 は ２ ３ ６ Ｗ ／ ｍ Ｋ で あ る 。 し か し な が ら 、 第 ２ 伝 熱  
部 ３ ６ の う ち ア ル マ イ ト 皮 膜 ３ ７ の 熱 伝 導 率 は 、 未 処 理 時 の 約 １ ／ ３ 相 当 の ８ ０ Ｗ ／ ｍ Ｋ  
ま で 下 が る 。 仮 に 、 第 ２ 伝 熱 部 ３ ６ の 材 料 が 銅 で あ れ ば 、 絶 縁 処 理 と し て 電 着 塗 装 等 に よ  
っ て 表 面 に 樹 脂 を コ ー テ ィ ン グ す る 必 要 が あ る 。 そ の 場 合 、 熱 伝 導 率 は ０ ． ４ Ｗ ／ ｍ Ｋ 程  
度 と 大 き く 下 が っ て し ま う 。 こ の た め 、 第 ２ 伝 熱 部 ３ ６ の 材 料 と し て 、 ア ル ミ ニ ウ ム 或 は  
ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 を 選 択 し 、 そ の 表 面 に お い て ア ル マ イ ト 皮 膜 ３ ７ に よ っ て 絶 縁 を 図 る こ  
と で 、 絶 縁 性 を 確 保 し つ つ 熱 伝 導 率 を 大 き く で き る こ と が わ か る 。 熱 伝 導 率 が 大 き く な れ  
ば 、 上 記 式 か ら 熱 抵 抗 を 小 さ く 抑 え る こ と が で き る こ と が わ か る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ５ 】
以 上 の よ う に 伝 熱 部 材 付 基 板 １ ０ 及 び 伝 熱 部 材 付 基 板 １ ０ の 製 造 方 法 に よ る と 、 伝 熱 部 材  
３ ０ の 一 方 端 面 に ニ ッ ケ ル 下 地 め っ き 層 ３ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の ニ ッ ケ ル 下 地 め っ き  
層 ３ ３ は 、 金 め っ き 層 ３ ４ に よ っ て 酸 化 が 抑 制 さ れ た 状 態 に 保 た れ 得 る 。 伝 熱 部 材 ３ ０ の  
一 方 端 面 に 発 熱 部 品 ４ ０ が は ん だ 付 け さ れ る と 、 金 め っ き 層 ３ ４ は 、 溶 融 は ん だ に 混 じ り  
、 は ん だ 部 ５ ０ が ニ ッ ケ ル 下 地 め っ き 層 ３ ３ に は ん だ 付 け さ れ る こ と に な る 。 溶 融 は ん だ  
は 、 金 め っ き さ れ た ニ ッ ケ ル 下 地 め っ き 層 ３ ３ に 対 し て 良 好 に な じ ん で い き 、 ま た 、 酸 化  
が 抑 制 さ れ た ニ ッ ケ ル 下 地 め っ き 層 ３ ３ に 良 好 に は ん だ 付 け さ れ る 。 結 果 、 伝 熱 部 材 ３ ０  
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の 表 面 に お い て ボ イ ド が 発 生 し 難 く な る 。 こ れ に よ り 、 熱 抵 抗 の 上 昇 及 び ば ら つ き が 抑 制  
さ れ る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ８ 】
ま た 、 伝 熱 部 材 ３ ０ の う ち 発 熱 部 品 ４ ０ が 実 装 さ れ る 側 の 部 分 は 、 銅 又 は 銅 合 金 に よ っ て  
形 成 さ れ た 第 １ 伝 熱 部 ３ ２ で あ る た め 、 発 熱 部 品 ４ ０ か ら 伝 熱 部 材 ３ ０ に 良 好 に 熱 が 伝 わ  
る こ と が で き る 。 伝 熱 部 材 ３ ０ の う ち 発 熱 部 品 ４ ０ が 実 装 さ れ る 側 と 反 対 側 の 部 分 も 、 ア  
ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 に よ っ て 形 成 さ れ た 第 ２ 伝 熱 部 ３ ６ で あ る た め 、 伝 熱 部  
材 ３ ０ に 伝 わ っ た 熱 は 、 反 対 側 の 主 面 に 向 け て 良 好 に 伝 わ る こ と が で き る 。 第 ２ 伝 熱 部 ３  
６ の 表 面 の 少 な く と も 一 部 に ア ル マ イ ト 皮 膜 ３ ７ が 形 成 さ れ て お り 、 ア ル マ イ ト 皮 膜 ３ ７  
は 絶 縁 性 を 持 つ 。 こ の た め 、 第 ２ 伝 熱 部 ３ ６ の 表 面 の う ち ア ル マ イ ト 皮 膜 ３ ７ が 形 成 さ れ  
た 部 分 に 、 ヒ ー ト シ ン ク 等 の 放 熱 部 材 ６ ０ を 配 置 し て も 、 伝 熱 部 材 ３ ０ と 放 熱 部 材 ６ ０ と  
の 間 で 絶 縁 性 を 確 保 し 易 い 。 よ っ て 、 伝 熱 部 材 ３ ０ と 放 熱 部 材 ６ ０ と の 間 で 絶 縁 性 が 確 保  
さ れ つ つ 、 伝 熱 部 材 ３ ０ か ら 放 熱 部 材 ６ ０ に 熱 が 伝 わ り や 易 い 。
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